











































































































































































































                   c    ：管理者情報完備主体の意思決定変数（コスト）
          )(eU  ：エージェントの意思決定時の期待効用
     )(* eU  ：エージェントのポテンシャル効用






































               c    ：管理者の意思決定変数
           )(eU  ：市民の意思決定時の期待効用
      )(* eU  ：市民のポテンシャル効用



































ジェントのもつ初期の情報を k、正しい値を ∗k とおく。
ake・・・エージェントの得る正の効用。


































である。確率 max/cc で、エージェントの信念が、真の値 ∗k に変化させることができるものとする。
これには当然確率に連動してコストがかかることになる。つまり、 cの値を大きくするためには大
きなコストがかかる。
acn / ・・・啓蒙にかかるコスト。（但し、 1>n ）



















2 −= ∗∗ となる。
一方、情報完備活動がなされた後では、確率 max/cc で、エージェントのもつ情報が、真の値 ∗k
に変化する。啓蒙されたエージェントの意思決定問題をとくと、
2)(max deeakeUke −= ∗∗ を解いて、
dake optk 2/
∗=∗ となる。
このとき、エージェントの実際に得る効用は dkaeU optkk 4/)(
22 ∗∗ =∗ となる。
以上により、情報完備化コストが cであるときの、情報完備活動のもたらす、社会厚生向上の期
待値は、 dckkca max22 4/)( ∗− であることがわかる。
この、期待効用増加分から情報完備活動にかかるコストを引いたものが当局の効用なので、当局
の意思決定問題は、




*2 )4/)(( −−= nopt ndckkac と求まる。
これが、意思決定問題①の解ということになる。
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